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１．公共施設の現状 

これらの事故をきっかけに、公共インフラの老朽化問題が
注目され始めた。 

２０１２年１２月２日  
中央道笹子トンネル事故 

２０１１年３月１１日  
東京九段会館天井崩落 
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１．公共施設の現状 

長久手市の公共施設の現状 
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施設名 竣工年度 築年数 備考 

市役所本庁舎 昭和４２年 ５０年 Ｈ１５年度耐震改修済 

長久手小学校 昭和４４年 ４８年 

市役所西庁舎 昭和４９年 ４３年 Ｈ２０年度耐震改修済 

長久手中学校 昭和４９年 ４３年 Ｈ２８～３０年度大規模改修中 

西小学校 昭和５１年 ４１年 Ｈ３２～３４年度大規模改修予定 

消防庁舎 昭和５７年 ３５年 

北小学校 昭和５８年 ３４年 Ｈ２９～３０年度増築工事中 

杁ケ池体育館 昭和６２年 ３０年 Ｈ３０～３２年度大規模改修予定 

中央図書館 平成４年 ２５年 

生きがいセンター 平成４年 ２５年 

文化の家 平成９年 ２０年 Ｈ２８，２９年度大規模改修済 

福祉の家 平成１４年 １５年 再整備構想策定済 



２．市役所庁舎整備の必要性 
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東日本大震災や熊本地震発生により、庁舎、病院等 
重要な防災拠点が損壊し、応急対応に支障。 

○大規模災害発生時において初期対応から復旧、復興にわたって
拠点となる市庁舎を安全性の高いものとすることが必要。 
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熊本県宇土市役所 

宮城県女川町役場 宮城県南三陸町防災対策庁舎 

熊本県益城町役場 
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本庁舎 
 昭和４２年竣工（築５０年経過、長久手市の 
            施設で一番古い施設） 
   平成１６年耐震改修 
 昭和６２年東側新館増築（築３０年経過） 

西庁舎 
 昭和４９年竣工（築４３年経過） 
   平成２０年耐震改修 

北庁舎 
 平成２２年竣工 

○市役所は、竣工後、約３０年から５０年を経過しており、安全性を
高める意味でも再整備が必要。 
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大規模災害発生時に庁舎機能を維持するためには 
倒壊を防ぐだけではなく、天井や壁、窓ガラス等の
破損を防ぐ必要がある。 
→つまり、構造体（柱、梁等）はもちろんのこと、非構
造部材（天井、壁、窓ガラス等）の耐震補強を行うこ
とが必要。 

防水劣化による雨漏りや設備の故障による修繕の
頻発に伴う修繕費用の増大。 
ユニバーサルデザインへの非対応（高齢者や障がい
者などへの環境整備が不十分）。 

●防災面の課題 

●老朽化の課題 
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・事務スペース、会議室等が不足し、打合せスペー
スも不十分な状態。 
 
・公民館や子育て支援センターなどが手狭なため
市民の利用希望を満たしておらず、今後の生涯学
習機能の充実を図る必要がある。 
 
・駐車場が慢性的に不足している。隣接する保健
センター、公民館での事業・行事の日程等が重複
している場合にはさらに不足している。 

●スペース不足の課題 



３．市役所整備の検討経過 
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平成２７年 ３月 基本構想作成 
 
平成２８年 ７月～ 
 基本計画作成検討委員会（課長補佐級11人） 

 庁舎施設規模、駐車場規模、整備場所、 
 必要な機能や役割等の検討を実施 
 
平成２８年１２月 基本計画作成 
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都市名 人口 庁舎規模 

犬山市  75,000 人  9,270 ㎡ 

みよし市  63,000 人  10,106 ㎡ 

岩倉市 47,000 人  9,140 ㎡ 

瀬戸市 131,000 人 13,500 ㎡ 

近年、愛知県下（人口10 万人未満の都市）で 
建て替えられた市役所庁舎の規模 

総務省基準による算出結果及び事例規模を勘案して、 

庁舎面積10,000㎡を想定 
 
ただし、総務省基準には、市民交流スペース、売店、防災対策 
機能等の付加機能を含まないため、別途考慮する必要がある。 
公民館・子育て支援センター・高齢者生きがいセンター（床面積 
約2,000㎡）は含まないため、別途考慮する必要がある。 
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候補１ 現在の市役所での整備 
  法規制により、市街化調整区域での庁舎建設は不可 
  ただし、現在の敷地での建設は可能 
  公民館、子育て支援センター、生きがいセンターの建設は可能 
 
候補２ リニモ駅周辺での整備 
  市では駅周辺において新庁舎建設に十分な市有地（約１ha） 
  を保有していない。 
  ※土地を新規に購入する場合 
  はなみずき通り駅、杁ケ池公園駅周辺の地価公示価格から 
  新庁舎建設費とは別に土地購入費が約１５億円必要となる。 
 
候補３ 現在の市役所周辺での整備 
  市役所周辺を市街化編入を行うことにより、既存区域のほか 
  市役所北側においても建設が可能 
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現在の市役所周辺での整備 
 
１ 昭和４２年に建築されて以来、長久手村の時代からずっとここにあり、  
 役所庁舎として広く認知されている。 
２ 市役所周辺を市街化編入を行うことにより、既存区域のほか市役所 
 北側においても建設が可能。 
３ 現在ある機能を継続利用しながら新しい庁舎への移行ができる。 
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１ 誰もが知っている場所にある。 
２ 新たに確保する土地が必要最低限となる。 
３ 近隣への移動のため、移動に伴う混乱が最小限になる。 



４．市役所に必要な機能 
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① 安心・安全の拠点としての庁舎 
   防災機能 
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② 行政サービスが向上する庁舎 
   市民協働・活動、情報発信機能 

③ 誰もが利用しやすく、人にやさしい庁舎 
   ユニバーサルデザイン 

④ 環境に配慮した庁舎 
   環境配慮機能 
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５．ワークショップの目的 

21 



① 市民にとって、今後の市役所はどのようなもの 
  で、どうあるべきかを検討していただきます。 
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② 設計に向けての仕様書に、市役所にとってどう 
  いう付加機能があったらいいかなどの項目の提 
  案をいただきます。 

➂ 他の施設や計画に関連する事柄についても 
  関連部署と連携していきます。 
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ご清聴ありがとうございました。 


